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2017年11月16⽇ 

日本のGDPは7四半期連続プラス成長 

図2：実質GDPと項目別寄与度 
   期間：2013年1-3月期～2017年7-9月期、四半期 

図1：日本の名目・実質GDP、GDPデフレーター 
   期間： 2000年1-3月期～2017年7-9月期、四半期 
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図3：実質雇用者報酬と実質個人消費支出 
   期間：2000年1-3月期～2017年7-9月期、四半期 

ポイント① 堅調な経済成長が続く 
 11月15⽇に発表された⽇本の2017年7-9月期の実
質GDP（国内総生産）速報値は、前期比+0.3%（1
年あたりの伸び率に換算すると+1.4%）と4-6月期の
+0.6％から減速したものの、まずまずの成長を記録しまし
た。実質GDPは7四半期連続して前期比プラス成長とな
り、前年同期比成長率は+1.7%と、2015年7-9月期
以来の高さとなっています。 
 経済全体の物価動向を⽰すGDPデフレーターは前年同
期比+0.1％と、わずかながらプラスに転じ、デフレ傾向に
歯止めがかかったようです。 

ポイント② 国内最終需要は鈍化 
 ただ、今回の実質GDPの成長は、外需の改善と在庫の
積み上がりによるところが大きく、それらを除いた国内最終
需要は前期比-0.4％と2015年10-12月期以来の減少
となりました。 
 需要項⽬別には、設備投資は7-9月期には前期比
+0.2％と小幅の増加となったものの、個人消費、住宅投
資、政府消費、公共投資は前期比で減少しました。また、
外需の改善も輸出の増加だけでなく、輸入の減少による
所もあり、内需が勢いに欠けたことを⽰唆しているようです。 

ポイント③ 来年の春闘での賃上げ論議 
 実質GDP、設備投資が前期比で増加したものの、個人
消費等が減少したことは、経済政策を巡る論議に影響を
与える可能性があるでしょう。 
 1点⽬には、今年度の補正予算によって子育て支援策
などを打ち出す公算が強まることが考えられます。また、7-
9月期には公共投資が前期比で減少しており、補正予算
による後押しがないと、今後も減少が続き、地方景気に悪
影響が生じる懸念があるため、公共投資の追加も検討さ
れる可能性があります。  
 2点⽬には来年の春闘に向けて、政府が企業に対して
賃上げを求める圧力を強めることが考えられます。企業利
益の増大を賃上げによって労働者に還元した方が、個人
消費の増大によって景気は力強さを増すだろうといった議
論が展開されそうです。 

(出所)内閣府（http://www.esri.cao.go.jp/）データより 
     野村アセットマネジメント作成 

 (出所)内閣府データより野村アセットマネジメント作成 

 (出所)内閣府データより野村アセットマネジメント作成 
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